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　この課題を考えてゆくにあたり，前回はまず，木質難燃ボードのJIS化されている製品の整理を
行った。その中で一般住宅の外装材として将来とも期待できるものとして硬質木片セメント板を位
置づけている報告書を紹介した。
　その上で住宅外装材料の一般動向を，主に湿式モルタル壁と乾式材料（乾式サイディング），ま
た，乾式サイディング間の種類別等について，そのうつりかわり，特徴，販売量のシェアなどを観
察してみた。
　そしてこの全国的な動向が北海道という限定された地域においてはどのようになっているのかを
調査し考えてみた。その結果いわば牙城ともいわれたモルタル壁に対する乾式サイディングの健闘
が著るしく，現在では両者のシェアが半々に均衡している条件のあることも明らかにされた。
　こうした背景の中で，林産試験場における木質難燃ボードの研究がどのように展開されてきたの
か，その経過について概括的に述べた。
　今回は製品開発の前提となる外装材に要求される性能の整理，当面考えている製品設計（特に原
料の配合の設定）の概略，さらにこの製品を工程にのせるためのフローチャート等について考察し
てみたい。

　5．外装材料に要求される性能とは
　5・1  用語の定義
　ここで「性能」という表現をしているが，そも
そも「ある物」を評価する言葉としていくつかあ
る。建設省建築研究所・材料設計研究委員会の定
義に従えば次のようになる13）。
・性質
　　物が本来もっている本性で，これによって他
　　の物との区別ができる。
・性能
　　目的又は要求に応じて発揮される性質。
・機能
　　全体のシステムの中で，ある物が果している
　　役割。
・品質
　　いくつかの性質や性能に基づいて行われる総
　　合的な物の評価の結果
　すなわち「ある性質」とか「ある品質」をもっ
た材料が外壁なら外壁という部位に使われて，そ
こで要求される条件にその性質や品質が適応でき
れば「性能」として評価されることになる。
　5・2　要求される性能の整理
  1975年度版の「デザイナーのための内外装材チ
ェックリスト」14）によれば外壁材仕上げ材の表面

性能と層性能を区分して要求性能を次のように列
挙している。
・表面性能
　　①色彩，②模様，③質感・感触，④耐熱性，
　　⑤耐透水性，⑥耐水性，⑦耐候性，⑧耐汚れ
　　性，⑨清掃性，⑲耐酸性，⑪耐アルカリ性，
　　⑫耐海水性，⑬耐曲げ性，⑭耐衝撃性，⑮防
　　火性，⑯燃焼性
・層性能
　　①遮音性，②断熱性，③防水性，④耐結露性
　　⑤耐火性，⑥軽量性
　表面性能は外装仕上げ材料そのもの又はその表
面部分に要求されるものである。層性能とは内壁
側も含めた壁の厚さ方向全体（いわゆるBuilding
Elememt～ＢＥ）として評価されるべき要求性能
である。また，同誌ではこれらの性能の評価値と
して試験データを参考にＡ～よい，Ｂ～普通，Ｃ
わるい等，一定の基準を設けて材料ごとのグレー
ド分けを行っている。なお，表面性能のうち①②
③については，価値付けが一様でないため内容を
暗示する言葉で示している。
　一方，建築研究所の材料設計研究委員会を中心
に「建築部位別性能分類のＪＩＳ原案」を検討し，
昭和43年には「壁」について提案している15）。
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表－5　壁の性能の名称とその意味15）

注）1）耐力壁としての璧の性能項目はこの規格の適用範囲から除く。
　　2）(  )内にある性能名称は，試験方法などが確立されていないた
　　 　め，JIS原案に取り入れるについては十分の検討を要するもの。

表－5がそれである。ここで壁と称しているのは
上述したＢＥのことであり外装材料単体を意味す
るものではない。したがって，外装材単体に要求
される性能については評価を加えながら除外して
ゆく作業を必要とする。
①耐圧強さ；風力，水圧，土圧等に耐える性能で
あるがここでは風力が主体であろう。この性能は
ＢＥ全体として評価されるもので，表面材料側で
のみ負担するものでない。確かに曲げの力はかか
ろうが通常45ｃｍ間隙で施工されている条件では
軸組側への力の伝播媒体として作用する。その意
味でこの性能は外装仕上げ材の対象からはずして
考えるのが一般的であろう。
②局部圧縮重；床に対してはピアノの如き重量物
を少ない脚で支える場合に要求される性能とな
る。外壁に要求されるケースとしては何か長いも
のをたてかけて置く場合，その先端部のめり込み

に耐える性能とでもいえよう。
③衝撃強さ；野球のボールや石こ
ろが飛んでくる場合に要求される
性能で外装材料としても考えてお
かねばならない。
④面内変形能；外力としては地震
力による変形，施工時から時間が
たって構成材料に伸縮の差異が生
ずるための変形などが考えられる
が，いずれにしてもＢＥ全体で評
価される。
⑤防火性（戸外）；外装材料とし
て十分考慮しなければならない。
⑥耐火性（屋内）；外装材料とし
て考慮外である。
⑦防水性；考慮する必要かある。
⑧気密性；考慮する必要がある。
⑨断熱性；北海道の如き寒冷地で
は材料の断熱性のみでは不十分
で，別に断熱工法を講じなければ
ならない。すなわちＢＥとしての
評価となる。
⑩温度安定性；ＢＥとしての評価

が必要である。
⑪防露性；外装材としては室内側の湿気が断熱材
を通して外壁材裏面に結露する現象として捕らえ
られるがＢＥとして評価されなければならない。

⑫遮音性，⑬吸音性；ＢＥとして評価すべきだが
外装材料単独の性能値を求めて参考にする。
⑭透光性；外装材料としてほとんど問題にならな

い。⑮耐熱性，⑱耐紫外線性；考慮する必要があ
る。⑰耐汚染性；塗装のやり方にかかわる事項で
あるが十分考慮する必要がある。

⑱耐水性，⑲耐湿性；十分考慮する必要がある。
⑳耐凍性；冬期間において日中と夜の気温差がプ
ラスとマイナスに変動する北海道ではもっとも重

要な性能の一つである。材料の破壊にかかわる事
項だからである。(21)耐蟻性,(22)耐菌性；ともに考
慮する必要がある。
(23)耐久性；維持費の関係で重要な性能である。
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　これまで安全性能，居住性能，耐久性能につい
てみてきたが現場施工が前提となる場合は作業性
能ないしは生産性能も重要な性能である。それを
列挙すると次のようになる15）。「接合が容易なこ
と」，「取付が容易なこと」，「仕上げが容易な
こと」，「運搬・輸送が容易なこと」，「形状・
寸法が正確で調整が容易なこと」，「作業性が良
いこと」，「養生が容易なこと」，「主材料費が
安いこと」，「工費が安いこと」，「施工期間が

短いこと」等々である。材料の製造側に対するチ
ェックポイントにも使える性能項目である。
　5・3　性能を示す量とその級別について
　前節で考察した性能の定量的表現とその内容を
表－6に示す15）。また，表－6に定めた性能を示す
量により，通常必要と考えられる範囲で性能の上
限と下限を定め，その間を８段階になるよう分け
てグレーディングした結果を表－7に示す15）。表-
5であげたすべての性能について級別が行われて

表－6　壁の性能を示すための量およびその単位 15）
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いないのは，試験方法も含めて評価のデータが揃
っていないためである。
　なお，ここであげられていない「耐凍性～凍結
融解作用に耐える程度」については「水のかかり
具合」と「温度変動」を組み合わせてグレーディ
ングされている16）。
　ところで，外装材料を開発する視点から表－７
の級別をみた時，どのグレードを選定するかは，

建物をとりまく敷地の条件，建物の用途・広さを
含めた建物条件，建物内部の空間条件，その材料
の位置すべき部位のＢＥ条件等を総合的に判断し
て決めることが必要である15）。仮りに表－７の性
能グレードを高い位置に設定してみても，その材
料を構成する原料の固有の性質から，そこまで到
達できないことは十分ありうることである。
　5・4　市販されている材料の性能値

表－7　性　能　の　級　別15）



カラマツ難燃ボードの道内立地は可能か（2）

　表－8　市販外装材料のカタログに示されている性能値

　それでは市販されている材料はどの程度の性能

をもっているのかを見てみたい。これについては

前回の2・2節，表－１で種類別の長所・欠点を大
まかに仕分けして観察した経過がある。

　ここでは窯業系に絞って道内で市販されている

もので，たまたまカタログの入手したものから性

能値を拾ってみた。表－８に示したものがそれで
ある。製品別はメーカー別に対応しており，した

がって構成原料の違った材料群でもある。各メー

カーとも性能値の取り上げ方や表現についてもま

ちまちである。３種の材料に共通して性能値の揃
っているのは「製品厚さ」,「かさ比重」,「吸水

率」，「透過損失」，「防火性能」だけである。

この比較で吸水率を除けば３社ともあまり大きな

ちがいはないとみることができる。また，性能値
の出ている２社間との比較でみるとさまざまなあ

らわれ方をしている。構成原料のちがいがそれぞ

れに反映している結果であると考えられる。
　5・2で拾い上げた性能のうち気密性，耐熱性，
耐紫外線性，耐汚染性，耐蟻性，耐菌性，耐久性
については各社とも触れていない。これらの性能
表示についても，今後の開発サイドとして考慮す
る必要があろう。

　6．製品設計の概略
　いよいよ与えられた課題について本題に入って
ゆく段階に至った。当面する原価計算の原材料試
算にかかわる「原料配合の設定」を行う作業であ
る。以下各項について考え方を含めて列記するこ
とにする。
・小片の形状；フレーク形状とし可能な限り薄く
　て長いもの（曲げ強度との関連である）
・ボード比重；1．0（曲げ強度，表面性状をよく
　するための要請条件である）
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図－3　製　造　工　程　の　フ　ロ　ー　チ　ャ　ー　ト

・セメント/木材比；3.0（防火性能として準不燃
　に合格させるための最低条件，また，将来防火
　構造や耐火構造の認定をうける際にも必要な条
　件である）
・前処理油の添加率；木質比５％（最適条件は今
　後の実験で変わるが上限側の設定としておく）
・水／セメント比；ｘ(凝結促進剤の種類や添加率
　によって最適条件が変わるので決めておかない
　ことにする。原材料試算の上で大きな影響を与
　えない因子である)
・セメントの凝結促進剤添加率；セメント比６％
　（これも今後の実験で変わるが上限側の設定）
・撥水剤添加率；セメント比３％（実験で決めて
　ゆくが一応の目途とする）
・下塗塗料；100g/ｍ2（塗装上の経験的な設定）
・上塗塗料； 80g/ｍ2（塗装上の経験的な設定）
　以上の条件17）18）19）20）が決まれば原材試料算へ
のインプットデータは一応出揃ったことになる。

　7．製造工程のフローチャート
　工場の設備投資額を求めるためには機械類の積
算と工場面積の積算が必要である。この作業は一
応済ませてあるのでここでは概略のフローチャー
トを紹介してみたい。図－３にそれを示す。

　製品の性能をあげるために剥皮が必要である。

また，小片の含水率を管理するメカニズムを持ち

たい。油前処理機と混合機を分けているが一台で

やるのが望ましい。５６年度の検討課題としてい

る。水，凝結促進剤，撥水剤を同時混合するもの

はお互いに親水性で作業的に楽だからである。す

べての原料を混合後マットにしたのち圧締養生

（１日程度）する。脱型した板を積みあげて養生

室（約４０℃－２日程度）に入れる。出てきたも

のはドライヤーで板の含水率が10％程度になるよ

う乾燥する。表面研削，耳取りして半製品とす

る。需要があればその状態で販売できる。仕上げ

加工工程の一部にテノーナを導入しておけば「さ

ね加工」をほどこすことができる。塗装工程を通

して最終製品もってゆく。ユーザーの要求に応じ

て下塗した状態で出荷することもできる。最終塗

装品は塗膜面の保護のためしかるべき梱包を行

う。

　なお，「さね加工」をほどこした片側の縁に防

水コーキング剤を盛り上げておくことも手だての

一つである。　　　　　（以下次号につづく）

　　　          林産試験場改良木材科
                                   ＊前副場長


